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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 石 積 ブ ロ ッ ク が 積 み 重 ね ら れ た 石 積 壁 が 駅 ホ ー ム の 延 在 方 向 に 沿 っ て 延 設 さ れ て お り 、  
そ の 石 積 壁 が 盛 土 を 支 え て い る 構 造 の 駅 ホ ー ム を 補 強 す る 駅 ホ ー ム の 補 強 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 駅 ホ ー ム の 延 在 方 向 に 亘 っ て 前 記 石 積 壁 の 外 面 に 添 設 さ れ て い る 伸 縮 性 を 有 し て い  
な い カ バ ー 部 材 と 、
　 前 記 駅 ホ ー ム の 延 在 方 向 に 亘 っ て 、 前 記 カ バ ー 部 材 の 上 縁 を 前 記 石 積 ブ ロ ッ ク に 定 着 さ  
せ て い る 第 １ の 定 着 部 材 と 、
　 前 記 駅 ホ ー ム の 延 在 方 向 に 亘 っ て 、 前 記 カ バ ー 部 材 の 下 縁 を 前 記 石 積 ブ ロ ッ ク に 定 着 さ  
せ て い る 第 ２ の 定 着 部 材 と 、
　 を 備 え 、
  前 記 第 １ の 定 着 部 材 は 、 前 記 石 積 壁 の 最 上 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク に 固 定 さ れ て お り 、
  前 記 第 ２ の 定 着 部 材 は 、 前 記 石 積 壁 に お い て 地 中 に 一 部 が 埋 没 し て い る 最 下 段 の 石 積 ブ  
ロ ッ ク 又 は 前 記 最 下 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク の 一 段 上 の 石 積 ブ ロ ッ ク に 固 定 さ れ て お り 、
  前 記 第 １ の 定 着 部 材 と 前 記 第 ２ の 定 着 部 材 は 、 前 記 石 積 壁 の 延 設 方 向 に 沿 っ て 並 ん で い  
る 全 て の 前 記 石 積 ブ ロ ッ ク に 対 し て 締 結 部 材 を 用 い て 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 駅  
ホ ー ム の 補 強 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 石 積 壁 に お け る 最 上 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク を 貫 い て 前 記 盛 土 に 埋 入 さ れ て い る 棒 状 部 材  
が 、 前 記 石 積 壁 の 延 設 方 向 に 沿 う 任 意 の 間 隔 毎 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項  

請求項の数　3　（全9頁）
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１ に 記 載 の 駅 ホ ー ム の 補 強 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 棒 状 部 材 は 、 そ の 一 端 部 が 前 記 最 上 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク に 固 定 さ れ て お り 、 そ の 他 端  
部 が 前 記 最 上 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク よ り も 低 い 位 置 に あ る よ う に 傾 斜 し た 姿 勢 で 配 設 さ れ て い  
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 駅 ホ ー ム の 補 強 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 盛 土 式 の 駅 ホ ー ム の 補 強 構 造 に 係 り 、 石 積 ブ ロ ッ ク を 積 み 重 ね た 石 積 壁 で 盛  
土 を 支 え た 構 造 の 駅 ホ ー ム を 補 強 す る 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 石 積 ブ ロ ッ ク を 積 み 重 ね た 組 積 式 の 石 積 壁 で 盛 土 を 支 え て い る 盛 土 式 の 駅 ホ ー ム が 供 用  
さ れ て い る 。 既 存 の 駅 ホ ー ム の な か に は 供 用 後 長 期 間 経 過 し て い る も の が あ り 、 近 時 の 耐  
震 基 準 を 満 た さ な く な っ た も の が あ る 。
　 そ の よ う な 盛 土 式 の 駅 ホ ー ム の 石 積 壁 は 、 大 規 模 地 震 時 の 外 力 に よ っ て 、 積 み 石 崩 落 や  
す べ り 崩 壊 な ど を 起 こ し て 崩 れ て し ま う こ と が 懸 念 さ れ て い る 。
　 こ う し た 組 積 式 の 石 積 壁 を 補 強 す る の に 、 石 積 壁 の 前 面 に 伸 縮 性 を 有 す る 補 強 ネ ッ ト を  
固 定 す る 技 術 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ３ － ２ ２ １ ３ ７ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ の 技 術 は 、 石 積 壁 が 崩 れ て し ま っ た 場 合 に 石 積 ブ ロ ッ ク  
が 拡 散 し な い よ う に す る た め の も の で あ る の で 、 崩 れ た 石 積 ブ ロ ッ ク が 駅 ホ ー ム か ら 軌 道  
側 に 拡 が ら な い よ う に す る こ と は で き る が 、 石 積 壁 が 崩 れ て 駅 ホ ー ム 自 体 が 損 壊 す る こ と  
を 防 ぐ こ と は で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 駅 ホ ー ム が 損 壊 す る の を 防 ぐ こ と が で き る 駅 ホ ー ム の 補 強 構 造 を 提 供  
す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 こ の 発 明 は 、
　 石 積 ブ ロ ッ ク が 積 み 重 ね ら れ た 石 積 壁 が 駅 ホ ー ム の 延 在 方 向 に 沿 っ て 延 設 さ れ て お り 、  
そ の 石 積 壁 が 盛 土 を 支 え て い る 構 造 の 駅 ホ ー ム を 補 強 す る 駅 ホ ー ム の 補 強 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 駅 ホ ー ム の 延 在 方 向 に 亘 っ て 前 記 石 積 壁 の 外 面 に 添 設 さ れ て い る 伸 縮 性 を 有 し て い  
な い カ バ ー 部 材 と 、
　 前 記 駅 ホ ー ム の 延 在 方 向 に 亘 っ て 、 前 記 カ バ ー 部 材 の 上 縁 を 前 記 石 積 ブ ロ ッ ク に 定 着 さ  
せ て い る 第 １ の 定 着 部 材 と 、
　 前 記 駅 ホ ー ム の 延 在 方 向 に 亘 っ て 、 前 記 カ バ ー 部 材 の 下 縁 を 前 記 石 積 ブ ロ ッ ク に 定 着 さ  
せ て い る 第 ２ の 定 着 部 材 と 、
　 を 備 え 、
  前 記 第 １ の 定 着 部 材 は 、 前 記 石 積 壁 の 最 上 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク に 固 定 さ れ て お り 、
  前 記 第 ２ の 定 着 部 材 は 、 前 記 石 積 壁 に お い て 地 中 に 一 部 が 埋 没 し て い る 最 下 段 の 石 積 ブ  
ロ ッ ク 又 は 前 記 最 下 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク の 一 段 上 の 石 積 ブ ロ ッ ク に 固 定 さ れ て お り 、
  前 記 第 １ の 定 着 部 材 と 前 記 第 ２ の 定 着 部 材 は 、 前 記 石 積 壁 の 延 設 方 向 に 沿 っ て 並 ん で い  
る 全 て の 前 記 石 積 ブ ロ ッ ク に 対 し て 締 結 部 材 を 用 い て 固 定 さ れ て い る よ う に し た 。
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　 な お 、 こ こ で の 石 積 ブ ロ ッ ク は 、 石 材 か ら な る ブ ロ ッ ク と 、 コ ン ク リ ー ト 製 の ブ ロ ッ ク  
の い ず れ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 か か る 構 成 の 駅 ホ ー ム の 補 強 構 造 で あ れ ば 、 石 積 壁 の 外 面 を カ バ ー 部 材 で 覆 い 、 そ の 部  
分 の 石 積 ブ ロ ッ ク を カ バ ー 部 材 で 拘 束 し て い る の で 、 盛 土 が 崩 れ る よ う な 土 圧 が 石 積 壁 に  
作 用 し て も 、 石 積 ブ ロ ッ ク が カ バ ー 部 材 側 に 押 し 出 さ れ る こ と は な く 、 石 積 壁 は そ の 土 圧  
に 抗 す る こ と が で き る 。
　 特 に 、 駅 ホ ー ム （ 石 積 壁 ） の 延 在 方 向 に 亘 っ て 、 カ バ ー 部 材 の 上 縁 と 下 縁 を 石 積 ブ ロ ッ  
ク に 定 着 さ せ て 、 カ バ ー 部 材 を 石 積 壁 に 一 体 化 す る よ う に 取 り 付 け て い る の で 、 そ の カ バ  
ー 部 材 に よ っ て 石 積 ブ ロ ッ ク を 好 適 に 拘 束 す る こ と が で き 、 そ の 石 積 ブ ロ ッ ク の ず れ を 防  
い で 石 積 壁 が 損 壊 す る の を 防 ぐ こ と が で き る 。
　 こ の よ う な 駅 ホ ー ム の 補 強 構 造 を 既 存 の 駅 ホ ー ム に 構 築 す れ ば 、 例 え ば 大 規 模 地 震 が 発  
生 し た 場 合 で も 、 石 積 壁 が 崩 壊 す る こ と は な く 、 駅 ホ ー ム が 損 壊 し て し ま う こ と は な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 カ バ ー 部 材 が 伸 縮 性 を 有 し て い な い 部 材 で あ れ ば 、 カ バ ー 部 材 側 に 石 積 ブ ロ ッ ク が 押 し  
出 さ れ な い よ う に 、 よ り 強 く 拘 束 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 １ の 定 着 部 材 に よ っ て カ バ ー 部 材 の 上 縁 を 最 上 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク に 固 定 し 、 第 ２ の 定  
着 部 材 に よ っ て カ バ ー 部 材 の 下 縁 を 最 下 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク 又 は 最 下 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク の 一  
段 上 の 石 積 ブ ロ ッ ク に 固 定 し て い れ ば 、 カ バ ー 部 材 を 石 積 壁 に 対 し て よ り 一 体 化 す る よ う  
に 取 り 付 け る こ と が で き る の で 、 そ の カ バ ー 部 材 に よ っ て 石 積 ブ ロ ッ ク を よ り 好 適 に 拘 束  
す る こ と が で き 、 そ の 石 積 ブ ロ ッ ク の ず れ を 防 い で 石 積 壁 が 損 壊 す る の を 防 ぐ こ と が で き  
る 。
  ま た 、 第 １ の 定 着 部 材 と 第 ２ の 定 着 部 材 が 、 石 積 壁 の 延 設 方 向 に 沿 っ て 並 ん で い る 全 て  
の 石 積 ブ ロ ッ ク に 対 し て 締 結 部 材 を 用 い て 固 定 さ れ て い る よ う に す る こ と で 、 最 上 段 の 石  
積 ブ ロ ッ ク の 全 て と 第 １ の 定 着 部 材 を 一 体 化 す る こ と が で き 、 ま た 、 最 下 段 の 石 積 ブ ロ ッ  
ク 又 は 最 下 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク の 一 段 上 の 石 積 ブ ロ ッ ク の 全 て と 第 ２ の 定 着 部 材 を 一 体 化 す  
る こ と が で き る 。
  こ う し て カ バ ー 部 材 を よ り 強 固 に 石 積 壁 に 取 り 付 け る こ と で 、 石 積 ブ ロ ッ ク を よ り 強 く  
拘 束 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 望 ま し く は 、
　 前 記 石 積 壁 に お け る 最 上 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク を 貫 い て 前 記 盛 土 に 埋 入 さ れ て い る 棒 状 部 材  
が 、 前 記 石 積 壁 の 延 設 方 向 に 沿 う 任 意 の 間 隔 毎 に 配 設 さ れ て い る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 棒 状 部 材 が 配 設 さ れ て い れ ば 、 盛 土 が 崩 れ る よ う な 土 圧 が 石 積 壁 に 作 用 し た 場 合 に 、 棒  
状 部 材 の 引 抜 抵 抗 力 が 土 圧 に 対 し て 抗 す る の で 、 そ の 土 圧 に 対 す る 石 積 壁 の 抵 抗 力 を 向 上  
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 望 ま し く は 、
　 前 記 棒 状 部 材 は 、 そ の 一 端 部 が 前 記 最 上 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク に 固 定 さ れ て お り 、 そ の 他 端  
部 が 前 記 最 上 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク よ り も 低 い 位 置 に あ る よ う に 傾 斜 し た 姿 勢 で 配 設 さ れ て い  
る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ う す る こ と で 、 棒 状 部 材 の 引 抜 抵 抗 力 が 好 適 に 作 用 す る の で 、 石 積 壁 は 盛 土 が 崩 れ る  
よ う な 土 圧 に 対 し て よ り 好 適 に 抗 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 駅 ホ ー ム が 損 壊 す る の を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 １ の 駅 ホ ー ム の 補 強 構 造 を 示 す 断 面 図 （ ａ ） と 、 正 面 図 （ ｂ ） で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 形 態 １ の 駅 ホ ー ム の 補 強 構 造 の 変 形 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 形 態 ２ の 駅 ホ ー ム の 補 強 構 造 を 示 す 断 面 図 （ ａ ） と 、 正 面 図 （ ｂ ） で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 形 態 ２ の 駅 ホ ー ム の 補 強 構 造 の 変 形 例 を 示 す 断 面 図 （ ａ ） と 、 正 面 図 （ ｂ ）  
で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 に 係 る 駅 ホ ー ム の 補 強 構 造 の 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説  
明 す る 。 但 し 、 以 下 に 述 べ る 実 施 形 態 に は 、 本 発 明 を 実 施 す る た め に 技 術 的 に 好 ま し い 種  
々 の 限 定 が 付 さ れ て い る が 、 本 発 明 の 範 囲 を 以 下 の 実 施 形 態 及 び 図 示 例 に 限 定 す る も の で  
は な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 複 数 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ が 積 み 重 ね ら れ て な る 既 設 の 石 積 壁 ２ が 内 側 の  
盛 土 ３ を 支 え て い る 構 造 の 盛 土 式 の 駅 ホ ー ム で あ っ て 、 駅 ホ ー ム の 延 在 方 向 に 沿 っ て 石 積  
壁 ２ が 延 設 さ れ て い る 駅 ホ ー ム を 補 強 す る た め の 補 強 構 造 に つ い て 説 明 す る 。
　 こ の 駅 ホ ー ム の 石 積 壁 ２ は そ の 外 面 の 大 部 分 が 鉛 直 面 を 成 す よ う に 複 数 の 石 積 ブ ロ ッ ク  
１ が 積 ま れ て 形 成 さ れ て い る 。
　 な お 、 本 実 施 形 態 で い う 石 積 ブ ロ ッ ク １ は 、 石 材 か ら な る ブ ロ ッ ク と 、 コ ン ク リ ー ト 製  
の ブ ロ ッ ク の い ず れ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ 実 施 形 態 １ ）
　 本 実 施 形 態 の 駅 ホ ー ム の 補 強 構 造 １ ０ ０ は 、 例 え ば 、 図 １ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、  
駅 ホ ー ム （ 石 積 壁 ２ ） の 延 在 方 向 の 全 長 に 亘 っ て 石 積 壁 ２ の 外 面 に 添 設 さ れ て い る カ バ ー  
部 材 ２ ０ と 、 駅 ホ ー ム の 延 在 方 向 に 亘 っ て 、 カ バ ー 部 材 ２ ０ の 上 縁 を 石 積 ブ ロ ッ ク １ に 定  
着 さ せ て い る 第 １ の 定 着 部 材 ３ ０ と 、 駅 ホ ー ム の 延 在 方 向 に 亘 っ て 、 カ バ ー 部 材 ２ ０ の 下  
縁 を 石 積 ブ ロ ッ ク １ に 定 着 さ せ て い る 第 ２ の 定 着 部 材 ３ １ 等 を 備 え て い る 。 ま た 、 駅 ホ ー  
ム の 盛 土 ３ 上 に は 、 ア ス フ ァ ル ト 舗 装 面 ４ が 形 成 さ れ て い る 。
　 な お 、 本 実 施 形 態 で い う 石 積 壁 ２ で は 、 地 中 に 一 部 が 埋 没 し て い る 石 積 ブ ロ ッ ク １ を 最  
下 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ と す る 。
　 つ ま り 、 図 １ （ ａ ） （ ｂ ） で 示 し た 石 積 壁 ２ は 、 ５ 段 積 み の 石 積 ブ ロ ッ ク １ か ら な り 、  
土 台 石 Ｓ の 上 に ５ 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ を 積 み 上 げ た 態 様 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 カ バ ー 部 材 ２ ０ は 、 例 え ば 、 金 属 製 や 樹 脂 製 の ネ ッ ト 状 の 部 材 で あ り 、 石 積 壁 ２ （ 石 積  
ブ ロ ッ ク １ ） の 外 面 に 密 接 し た 状 態 で 添 設 さ れ て い る
　 こ の カ バ ー 部 材 ２ ０ は 、 ５ 段 積 み の 石 積 ブ ロ ッ ク １ の う ち 、 地 中 に 埋 没 し て い な い 上 側  
４ 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ の 外 面 に 添 設 さ れ て い る 。
　 特 に 、 カ バ ー 部 材 ２ ０ は 、 伸 縮 性 を 有 し て い な い 材 料 、 あ る い は 伸 縮 性 を 殆 ど 有 し て い  
な い 材 料 （ 弾 性 変 形 し 難 い 材 料 ） を 用 い て 作 製 さ れ た ネ ッ ト 状 の 部 材 で あ り 、 こ の カ バ ー  
部 材 ２ ０ 自 体 が 伸 縮 性 を 有 し て い な い （ あ る い は 伸 縮 性 を 殆 ど 有 し て い な い ） 。
　 な お 、 カ バ ー 部 材 ２ ０ は 、 駅 ホ ー ム （ 石 積 壁 ２ ） の 延 在 方 向 の 全 長 に 亘 る 長 さ を 有 し て  
い て も 、 幾 つ か の カ バ ー 部 材 ２ ０ を 繋 ぎ 合 わ せ て そ の 全 長 に 亘 ら せ る よ う に 、 複 数 に 分 割  
さ れ た 長 さ を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 １ の 定 着 部 材 ３ ０ 及 び 第 ２ の 定 着 部 材 ３ １ は 、 例 え ば 、 長 尺 な 鋼 板 で あ り 、 石 積 ブ ロ  
ッ ク １ （ 石 積 壁 ２ ） と の 間 に カ バ ー 部 材 ２ ０ を 挟 み 込 ん だ 状 態 で 、 石 積 ブ ロ ッ ク １ に 固 定  
さ れ て い る 。
　 こ の 第 １ の 定 着 部 材 ３ ０ と 第 ２ の 定 着 部 材 ３ １ は 、 例 え ば 、 長 ネ ジ な ど の 締 結 部 材 Ｂ を  
用 い て 石 積 ブ ロ ッ ク １ に 固 定 さ れ て お り 、 石 積 ブ ロ ッ ク １ と の 間 に 挟 み 込 ん で い る カ バ ー  
部 材 ２ ０ を そ の 石 積 ブ ロ ッ ク １ （ 石 積 壁 ２ ） の 外 面 に 定 着 さ せ て い る 。
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　 こ こ で は 、 石 積 壁 ２ の 延 設 方 向 に 沿 っ て 並 ん で い る 石 積 ブ ロ ッ ク １ に 対 し 、 ４ つ お き に  
締 結 部 材 Ｂ を 用 い て 第 １ の 定 着 部 材 ３ ０ と 第 ２ の 定 着 部 材 ３ １ を そ れ ぞ れ 固 定 し て い る 。
　 な お 、 締 結 部 材 Ｂ は 、 石 積 ブ ロ ッ ク １ に 直 接 ね じ 込 む （ 打 ち 込 む ） よ う に し て も 、 予 め  
石 積 ブ ロ ッ ク １ に ド リ ル で あ け た 穴 に 螺 入 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 具 体 的 に は 、 第 １ の 定 着 部 材 ３ ０ は 、 石 積 壁 ２ の 最 上 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ に 固 定 さ れ て  
お り 、 カ バ ー 部 材 ２ ０ の 上 縁 部 分 を 石 積 ブ ロ ッ ク １ （ 石 積 壁 ２ ） に 定 着 さ せ て い る 。
　 ま た 、 第 ２ の 定 着 部 材 ３ １ は 、 石 積 壁 ２ に お け る 最 下 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ の 一 段 上 の 石  
積 ブ ロ ッ ク １ に 固 定 さ れ て お り 、 カ バ ー 部 材 ２ ０ の 下 縁 部 分 を 石 積 ブ ロ ッ ク １ （ 石 積 壁 ２  
） に 定 着 さ せ て い る 。
　 こ う す る こ と で 、 カ バ ー 部 材 ２ ０ を 石 積 壁 ２ に 密 着 さ せ て 一 体 化 す る よ う に 取 り 付 け る  
こ と が で き る 。
　 な お 、 第 ２ の 定 着 部 材 ３ １ に よ っ て 、 カ バ ー 部 材 ２ ０ の 下 縁 部 分 を 石 積 壁 ２ に お け る 最  
下 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ に 定 着 さ せ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う な 駅 ホ ー ム の 補 強 構 造 １ ０ ０ で あ れ ば 、 石 積 壁 ２ の 外 面 を カ バ ー 部 材 ２ ０ で 覆  
い 、 そ の 部 分 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ を カ バ ー 部 材 ２ ０ で 拘 束 し て い る の で 、 盛 土 ３ が 崩 れ る よ  
う な 土 圧 が 石 積 壁 ２ に 作 用 し て も 、 石 積 ブ ロ ッ ク １ が カ バ ー 部 材 ２ ０ 側 に 押 し 出 さ れ る こ  
と は な く 、 石 積 壁 ２ は そ の 土 圧 に 抗 す る こ と が で き る 。
　 特 に 、 駅 ホ ー ム （ 石 積 壁 ２ ） の 延 在 方 向 の 全 長 に 亘 っ て 、 最 上 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ と 、  
最 下 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ の 一 段 上 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ と に カ バ ー 部 材 ２ ０ を 定 着 さ せ て 、 カ  
バ ー 部 材 ２ ０ を 石 積 壁 ２ に 一 体 化 す る よ う に 取 り 付 け て い る の で 、 そ の カ バ ー 部 材 ２ ０ に  
よ っ て 石 積 ブ ロ ッ ク １ を 好 適 に 拘 束 す る こ と が で き 、 そ の 石 積 ブ ロ ッ ク １ の ず れ を 防 い で  
石 積 壁 ２ が 損 壊 す る の を 防 ぐ こ と が で き る 。
　 つ ま り 、 本 実 施 形 態 の 駅 ホ ー ム の 補 強 構 造 １ ０ ０ を 既 存 の 駅 ホ ー ム に 構 築 す れ ば 、 例 え  
ば 大 規 模 地 震 が 発 生 し た 場 合 で も 、 石 積 壁 ２ が 崩 壊 す る こ と は な く 、 駅 ホ ー ム が 損 壊 し て  
し ま う こ と は な い 。
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 の 駅 ホ ー ム の 補 強 構 造 １ ０ ０ で あ れ ば 、 駅 ホ ー ム が 損 壊 す る の  
を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 ら れ る も の で は な い 。
　 例 え ば 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ の 定 着 部 材 ３ ０ と 第 ２ の 定 着 部 材 ３ １ は 、 石 積 壁 ２ の  
延 設 方 向 に 沿 っ て 並 ん で い る 全 て の 石 積 ブ ロ ッ ク １ に 対 し て 締 結 部 材 Ｂ を 用 い て 固 定 さ れ  
て い て も よ い 。
　 こ う す る こ と で 、 最 上 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ の 全 て と 第 １ の 定 着 部 材 ３ ０ を 一 体 化 す る こ  
と が で き 、 ま た 、 最 下 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ の 一 段 上 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ の 全 て と 第 ２ の 定 着  
部 材 ３ １ を 一 体 化 す る こ と が で き る 。 こ う し て カ バ ー 部 材 ２ ０ を 石 積 壁 ２ に よ り 好 適 に 一  
体 化 さ せ て 、 石 積 ブ ロ ッ ク １ を 拘 束 す る こ と が で き る 。
　 特 に 、 最 上 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ の 全 て が 第 １ の 定 着 部 材 ３ ０ に 対 し 一 体 化 さ れ 、 ま た 、  
最 下 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ の 一 段 上 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ の 全 て が 第 ２ の 定 着 部 材 ３ １ に 対 し 一  
体 化 さ れ て い る の で 、 そ の 間 に あ る 上 か ら ２ 段 目 と ３ 段 目 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ を 拘 束 し 易 く  
な っ て お り 、 そ の 石 積 ブ ロ ッ ク １ の ず れ を 好 適 に 防 い で 石 積 壁 ２ が 損 壊 す る の を 防 ぐ こ と  
が で き る 。
　 こ の よ う な 駅 ホ ー ム の 補 強 構 造 １ ０ ０ で あ っ て も 、 駅 ホ ー ム が 損 壊 す る の を 防 ぐ こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ 実 施 形 態 ２ ）
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る 駅 ホ ー ム の 補 強 構 造 の 実 施 形 態 ２ に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 実 施 形  
態 １ と 同 一 部 分 に は 同 符 号 を 付 し 、 異 な る 部 分 に つ い て の み 説 明 す る 。
　 実 施 形 態 ２ で は 、 石 積 壁 ２ に お け る 最 上 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ の 上 に 笠 石 ５ が 設 置 さ れ て  
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い る 駅 ホ ー ム を 補 強 対 象 に し て い る 。
　 こ の 笠 石 ５ は 、 主 に 石 積 壁 ２ の 頂 上 を 保 護 し た り 、 見 栄 え を よ く し た り す る た め に 設 置  
さ れ た 石 材 で あ り 、 盛 土 ３ を 支 え る 機 能 を 殆 ど 有 し て い な い の で 、 石 積 ブ ロ ッ ク １ と は 区  
別 し て 扱 う も の と す る 。
　 つ ま り 、 実 施 形 態 ２ の 石 積 壁 ２ は 、 ５ 段 積 み の 石 積 ブ ロ ッ ク １ か ら な り 、 最 上 段 の 石 積  
ブ ロ ッ ク １ の 上 に 笠 石 ５ が 設 置 さ れ 、 最 下 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ の 下 に 土 台 石 Ｓ が 設 置 さ れ  
た 態 様 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 実 施 形 態 ２ の 駅 ホ ー ム の 補 強 構 造 １ ０ ０ は 、 例 え ば 、 図 ３ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、  
石 積 壁 ２ に お け る 最 上 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ を 貫 い て 盛 土 ３ に 埋 入 さ れ て い る 棒 状 部 材 ５ ０  
等 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 棒 状 部 材 ５ ０ は 、 例 え ば 、 鋼 棒 で あ り 、 そ の 一 端 部 が 最 上 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ に 当 て 板  
５ １ を 介 し て 固 定 さ れ て お り 、 他 端 部 が 最 上 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ よ り も 低 い 位 置 に あ る よ  
う に 傾 斜 し た 姿 勢 で 配 設 さ れ て い る 。
　 こ の 棒 状 部 材 ５ ０ は 、 石 積 ブ ロ ッ ク １ に 形 成 し た 貫 通 孔 に 挿 入 す る よ う に し て 盛 土 ３ に  
埋 入 さ れ た も の で も 、 そ の 貫 通 孔 を 形 成 し つ つ 石 積 ブ ロ ッ ク １ に 螺 入 す る よ う に し て 盛 土  
３ に 埋 入 さ れ た も の で も よ い 。
　 こ の よ う な 棒 状 部 材 ５ ０ が 配 設 さ れ て い れ ば 、 盛 土 ３ が 崩 れ る よ う な 土 圧 が 石 積 壁 ２ に  
作 用 し た 場 合 に 、 棒 状 部 材 ５ ０ の 引 抜 抵 抗 力 が 土 圧 に 対 し て 好 適 に 抗 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 棒 状 部 材 ５ ０ は 、 石 積 壁 ２ の 延 設 方 向 に 沿 う 任 意 の 間 隔 毎 に 配 設 さ れ て い る 。
　 こ こ で は 、 石 積 壁 ２ の 延 設 方 向 に 沿 っ て 並 ん で い る 石 積 ブ ロ ッ ク １ に 対 し 、 ４ つ お き に  
棒 状 部 材 ５ ０ を 配 設 し て い る 。
　 つ ま り 、 カ バ ー 部 材 ２ ０ を 石 積 壁 ２ に 取 り 付 け る た め 、 第 １ の 定 着 部 材 ３ ０ を 石 積 ブ ロ  
ッ ク １ に 固 定 す る の に 打 ち 込 ん だ 締 結 部 材 Ｂ と 同 じ 石 積 ブ ロ ッ ク １ に 、 棒 状 部 材 ５ ０ が 配  
設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 石 積 ブ ロ ッ ク １ と の 間 に カ バ ー 部 材 ２ ０ を 挟 む よ う に  
当 て 板 ５ １ を 配 設 し て い る 。
　 こ う す る こ と で 、 当 て 板 ５ １ に よ っ て も カ バ ー 部 材 ２ ０ を 石 積 ブ ロ ッ ク １ に 定 着 さ せ る  
こ と が で き る 。
　 な お 、 カ バ ー 部 材 ２ ０ を 取 り 付 け る 前 に 棒 状 部 材 ５ ０ を 配 設 し て 、 当 て 板 ５ １ を 石 積 ブ  
ロ ッ ク １ に 当 接 さ せ る よ う に し て も よ い 。 つ ま り 、 当 て 板 ５ １ を 石 積 ブ ロ ッ ク １ と カ バ ー  
部 材 ２ ０ と の 間 に 配 置 さ せ る よ う に 取 り 付 け て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 実 施 形 態 ２ に お け る 第 １ の 定 着 部 材 ３ ０ 及 び 第 ２ の 定 着 部 材 ３ １ に は 、 断 面 が Ｌ  
字 形 状 を 呈 す る 鋼 製 の ア ン グ ル 材 を 用 い て い る 。
　 そ し て 、 Ｌ 型 ア ン グ ル 材 で あ る 第 １ の 定 着 部 材 ３ ０ は 、 笠 石 ５ の 下 面 に 一 の 面 を 当 接 さ  
せ た 状 態 で 、 石 積 壁 ２ と の 間 に カ バ ー 部 材 ２ ０ を 挟 み 込 ん で 石 積 ブ ロ ッ ク １ に 締 結 部 材 Ｂ  
で 固 定 さ れ て い る 。
　 ま た 、 Ｌ 型 ア ン グ ル 材 で あ る 第 ２ の 定 着 部 材 ３ １ は 、 最 下 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ の 上 面 に  
一 の 面 を 当 接 さ せ た 状 態 で 、 石 積 壁 ２ と の 間 に カ バ ー 部 材 ２ ０ を 挟 み 込 ん で 石 積 ブ ロ ッ ク  
１ に 締 結 部 材 Ｂ で 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う な 駅 ホ ー ム の 補 強 構 造 １ ０ ０ で あ っ て も 、 石 積 壁 ２ の 石 積 ブ ロ ッ ク １ を カ バ ー  
部 材 ２ ０ で 拘 束 す る こ と が で き る の で 、 盛 土 ３ が 崩 れ る よ う な 土 圧 が 石 積 壁 ２ に 作 用 し て  
も 、 石 積 ブ ロ ッ ク １ が カ バ ー 部 材 ２ ０ 側 に 押 し 出 さ れ る こ と は な く 、 石 積 壁 ２ は そ の 土 圧  
に 抗 す る こ と が で き る 。
　 つ ま り 、 こ の 駅 ホ ー ム の 補 強 構 造 １ ０ ０ を 既 存 の 駅 ホ ー ム に 構 築 す れ ば 、 駅 ホ ー ム が 損  
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壊 す る の を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 ら れ る も の で は な い 。
　 例 え ば 、 図 ４ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 最 上 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ を 貫 い て 盛 土 ３ に 埋  
入 さ れ て い る 棒 状 部 材 ５ ０ が 配 設 さ れ て い な く て も よ い 。
　 こ の よ う に 、 カ バ ー 部 材 ２ ０ が 第 １ の 定 着 部 材 ３ ０ と 第 ２ の 定 着 部 材 ３ １ と に よ っ て 石  
積 壁 ２ に 取 り 付 け ら れ て い れ ば 、 石 積 ブ ロ ッ ク １ の ず れ を 防 い で 石 積 壁 ２ が 損 壊 す る の を  
防 ぐ こ と が で き る 。
　 こ の よ う な 駅 ホ ー ム の 補 強 構 造 １ ０ ０ で あ っ て も 、 駅 ホ ー ム が 損 壊 す る の を 防 ぐ こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 記 し た 実 施 形 態 ２ で は 、 笠 石 ５ は 盛 土 ３ を 支 え る 機 能 を 有 し て い な い た め 、 笠 石 ５ は  
石 積 ブ ロ ッ ク １ で は な い も の と し て 説 明 し た が 、 笠 石 ５ を 石 積 ブ ロ ッ ク １ と し て 見 な す こ  
と が で き る 場 合 、 そ の 笠 石 ５ を 最 上 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク と し 、 第 １ の 定 着 部 材 ３ ０ に よ っ て  
カ バ ー 部 材 ２ ０ の 上 縁 部 分 を 笠 石 ５ に 固 定 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 実 施 形 態 １ （ 図 １ 、 図 ２ ） に お い て は 、 棒 状 部 材 ５ ０ を 用 い て い な い 場 合 を 例 に  
説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 形 態 １ の 駅 ホ ー ム の 補 強 構 造  
１ ０ ０ に お い て も 、 最 上 段 の 石 積 ブ ロ ッ ク １ を 貫 い て 盛 土 ３ に 埋 入 さ れ て い る 棒 状 部 材 ５  
０ を 配 設 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 実 施 形 態 ２ （ 図 ３ 、 図 ４ ） に お い て は 、 第 １ の 定 着 部 材 ３ ０ や 第 ２ の 定 着 部 材 ３  
１ を 石 積 ブ ロ ッ ク １ に 固 定 す る の に 、 石 積 ブ ロ ッ ク １ の ４ つ お き に 締 結 部 材 Ｂ を 用 い て 固  
定 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 第 １ の 定 着 部 材 ３ ０ や 第 ２ の 定 着 部  
材 ３ １ を 、 石 積 壁 ２ の 延 設 方 向 に 沿 っ て 並 ん で い る 全 て の 石 積 ブ ロ ッ ク １ に 対 し て 締 結 部  
材 Ｂ を 用 い て 固 定 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 駅 ホ ー ム の 補 強 構 造 １ ０ ０ は 、 石 積 壁 ２ の あ る ホ ー ム 両 側 に 列 車 が  
発 着 す る 島 式 の 駅 ホ ー ム を 補 強 す る 場 合 に も 、 ホ ー ム の 片 側 に 列 車 が 発 着 す る 相 対 式 ホ ー  
ム で あ っ て 石 積 壁 ２ が あ る ホ ー ム 片 面 を 補 強 す る 場 合 に も 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 そ の 他 、 具 体 的 な 細 部 構 造 等 に つ い て も 適 宜 に 変 更 可 能 で あ る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １       石 積 ブ ロ ッ ク
　 ２       石 積 壁
　 ３       盛 土
　 ４       ア ス フ ァ ル ト 舗 装 面
　 ５       笠 石
　 ２ ０     カ バ ー 部 材
　 ３ ０     第 １ の 定 着 部 材
　 ３ １     第 ２ の 定 着 部 材
　 ５ ０     棒 状 部 材
　 ５ １     当 て 板
　 １ ０ ０   駅 ホ ー ム の 補 強 構 造
　 Ｂ       締 結 部 材
　 Ｓ       土 台 石
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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